
 

令和 ５ 年 度 事 業 報 告 書 
 

法人の名称：特定非営利活動法人たけのこ会 

１ 事業の成果 

   生活介護事業では、新型コロナウイルス感染症の対策を配慮しながらの活動とな

ったが、１１月には４年ぶりに県外への日帰り旅行（木更津アウトレット）も実現し、楽し

い思い出ができ、利用者にも喜んでいただくことができた。また、他事業所とのボッチ

ャ大会にも参加して交流を図ったり、年末にはクリスマス会を開催し、ピアニストをお招

きして優雅なひと時を過ごすことができた。 

 また、何度か会議を開き、利用者・職員全員で話し合いの場を設け、職員の意見を

一方的に押し付けるのではなく、利用者から出た意見も作業所活動に反映できたこと

は大きな成果だと感じている。 

身障用グループホーム運営事業では、スタッフが 4 人の入居者に寄り添った身体介

護・家事援助行い、新型コロナウイルス５類に引き下げになり移動活動にも 協力し外

出が徐々に増えストレス緩和に繋がった健康管理にも早めの対応に努めた。 

居宅介護事業では、コロナウイルスが５類となり、移動支援サービス利用が徐々に

増えてきたとはいえ、以前に比べてまだまだ縮小されている。また、居宅介護サービス

の長時間利用されていた利用者が数名の利用がなくなったため、居宅介護事業の業

務を縮小せざるを得なくなっている。 

 

２ 事業内容 

特定非営利活動に係る事業 

障害福祉サービス事業 

 ア）生活介護事業 

① 事業の内容：通所障害者たちが作業や生活実習を通し、社会参加活動を行

ない、それを７名の職員が支え、自立へのアプローチを取っている 

② 事業の日時：通年 

③ 事業の場所：たけのこ会協同作業所 

④ 事業の従事者：７名（内・看護師１名、送迎運転手１名） 

⑤ 事業の対象者：障害当事者１９名 

⑥ 事業の支払額：３０，２６４，６５１円 

 

イ）身障用グループホーム運営事業 

① 事業の内容：スタッフが４人の入居者の身辺介助や家事援助等を行ない、 

共同生活というかたちを通し、地域での自立生活を実践し 

ている。 

② 事業の日時：通年 

③ 事業の場所：たけのこ会アイエルホーム 

④ 事業の従事者：２名 

⑤ 事業の対象者：障害当事者 ４名 

⑥ 事業の支払額：１５，９０７，０５７円 



 

ウ）身体障害者居宅介護事業 

① 事業の内容：一人暮らしの障害者をはじめ、高齢の親との同居生活を行なっ 

        ている障害者に対し、必要な身辺介助や家事援助を行ない、 

在宅障害者の地域生活を支えている。 

② 事業の日時：通年 

③ 事業の場所：たけのこ会介助派遣センター 派遣利用者宅 

④ 事業の従事者：３７名 

⑤ 事業の対象者：障害当事者３３名 

⑥ 事業の支払額：１１６，４０１，２５５円 

 


